
平成24年度「携帯電話についてのアンケート」結果について

 ○調査の目的 児童生徒の携帯電話の利用の実態を把握し、指導の参考に資するため

 ○調査対象及び抽出校 小学校8校（749名）　中学校10校（908名）　高等学校12校（1,337名）

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 計30校（2,994名）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 計30校（2,994名）

 ○調査時期 平成24年9月

１　携帯電話を所持している児童生徒の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

11.3 15.6 18.4 15.6 17.0 23.8 98.7 98.6 98.6
12.9 7.4 7.0 9.2 6.9 5.9 0.0 0.7 0.7
24.2 23.0 25.4 24.8 23.9 29.7 98.7 99.3 99.3
8.0 6.1 4.7 14.1 18.1 20.3 97.4 98.0 98.2

16.1 7.9 8.9 5.4 5.9 5.3 0.2 0.5 0.5
24.1 14.0 13.6 19.5 24.0 25.6 97.6 98.5 98.7

（参考） 　　（単位：％）

長野県

全　国

２　携帯電話を購入した時期

63.5 （60.2）

中３

教学指導課心の支援室

　　平成22年度
　　の所持率（％）
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計
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　　平成24年度
　　の所持率（％）

小６
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計

全国学力・学習
状況調査より
(ｶｯｺは22年度)

22.7 （17.4）
36.4 （30.6）

36.7 （36.4）

○ 携帯電話を所持している児童生徒の割合 
 は、中学２年生から中学３年生でやや増加 
 し、中学３年生から高校１年生で急増する。 
 
○ 高校生の約99％は「自分専用」の携帯電 
 話を所持している。 
 
○ 各年代ともに女子のほうが所持率が高い。 
 
○ 前回調査（平成22年10月）と比較すると 
 小学生が「自分専用」の携帯電話を所持し 
 ている割合が大きく増加しており、携帯電 
 話所持の低年齢化の傾向がみられる。 
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○ 前回調査と比較すると、 
 高校１年生で携帯電話を購 
 入する割合が増加している。 
  また、中学生で購入する 
 割合が減少している反面、 
 小学４・５年生で購入する 
 割合がやや増加している。 
 このことからも、児童生徒 
 の携帯電話所持の低年齢化 
 が進んでいることがうかが 
 える。 
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３　よく使用する機能（複数回答）

４　スマートフォンを所持している児童生徒の割合

　　前頁の１で回答した｢自分専用｣及び｢家族と共用｣の端末が、スマートフォンである割合。

５　１ヶ月あたりの使用料金
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○ 高校１年生の７割以上が 
 スマートフォンを所持して 
 いる。また、高校３年生の 
 所持率も高いことから、新 
 たに携帯電話を購入する場 
 合、あるいは携帯電話を買 
 い替える場合、その多くが 
 スマートフォンを購入して 
 いることがうかがえる。 
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 □：24年度 

(  )：22年度 

○ 小学生は｢5,000円以内｣、 
 中・高校生は｢10,000円以 
 内｣が多い。 
 
○ 前回調査と比較すると、 
 「10,001円以上」の割合が 
 各年代とも減少している。 
  また、高校生は｢5,000円 
 以内｣の割合が増加してお 
 り、｢定額制｣の料金契約の 
 増加とともに、使用料金を 
 抑えている傾向がある。 

○ 小学生は「電話」、中・高校生は 
 「メール」の利用が多い。また、各 
 年代ともに「音楽･カメラ･テレビな  
 どの機能」を利用する割合が高い。 
 
○ 前回調査と比較すると、小・中学 
 生の｢情報発信｣の割合が高くなって 
 おり、ネットへの積極的な情報発信 
 の低年齢化の傾向がみられる。 
 
○ 今回初調査した「オンラインゲー 
 ム」は、小学生の利用率が高い。 



６　携帯電話使用に関する保護者との約束事（複数回答）

（参考） 調査対象：保護者（平成23年2月）

小 中 高

７　携帯電話で経験したことのある行為（複数回答）

８　フィルタリング機能の使用

（参考）警察庁『児童が使用する携帯電話に係る利用環境実態調査』（平成23年2月 調査対象：保護者）より
フィルタリング利用率（インターネット利用不可機種・設定含む）

長野県

全　国 75.9% 67.5% 51.9%

家庭のルールを

特に決めていない

利用環境実態調査』より
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 □：24年度 

(  )：22年度 

○ 前回調査と比較すると、保護 
 者との約束事がない児童生徒の 
 割合が増加しており、高校生は 
 約５５％である。 
 

○ 今回初調査した「使用してよ 

 い時間」や「家の中での使用場 

 所」について約束事のある割合 
 は各年代ともに低い。 
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○ 自転車運転中に携 
 帯電話を使用したこ 
 とがある児童生徒の 
 割合は、年代が上が 
 るにつれて急増し、 
 高校生は男女合わせ 
 て４割以上である。 
 
○ 料金の使い過ぎ、 
 ｱﾀﾞﾙﾄｻｲﾄ等へのｱｸｾｽ 
 経験についても、男 
 女とも年代が上がる 
 につれて割合が増加 
 する。 
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○ 前回調査と比較すると、 
 フィルタリング機能を活用 
 している割合は各年代とも 
 に増加している。 
 
○ 高校生のフィルタリング 
 活用率は、前回調査よりも 
 １７．６ポイント上昇して 
 いるものの、活用率はまだ 
 ５割弱という実態である。 



９　１日に送信する携帯メール件数の平均

10　携帯メールをする相手（複数回答）

11　メール相手と実際に会ってもいいと思っている児童生徒

　　上記10で⑦と回答したうち、実際に会ってもいいと思っている
　児童生徒の割合。
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○ １日に送信するメール件 
 数は、中学生になると急増 
 する。 
 
○ 前回調査と比較すると、 

 １日に送信するメール件数 

 の平均は、小学生では微増 

 しているが、中・高校生は 

 ともに減少している。スマ 

 ートフォンの普及拡大に伴 

 い、メール以外の機能を利 

 用したコミュニケーション 

 の増加傾向がうかがえる。 
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○ メールをする相手 
 は家族や学校の友人 
 が多いが、年代が上  
 がるにつれて、学校 
 外の友人という回答 
 が増加する。 
 
○ 中学生の6.3％、 
 高校生の5.9％が、 
 実際にあったことの 
 ない人とメールのや 
 り取りをしている。 
 そのうち、中学生の 
 約７割、高校生の約 
 ５割が、「会っても 
 いいと思う」と回答 
 している。 



12　携帯電話でのインターネットの利用時間

携帯でインターネットを利用する主な時間帯（複数回答）

13　携帯電話でインターネットを利用する主な時間帯（複数回答）

14　アクセスするサイト（複数回答）

男子 女子 男子 女子 男子 女子

72.7% 83.9% 93.0% 71.3% 67.7% 73.5%
4.5% 9.7% 14.0% 16.3% 13.9% 18.7%

54.5% 19.4% 30.2% 15.0% 28.5% 13.4%
0.0% 12.9% 9.3% 30.0% 11.0% 39.4%
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○ 前回調査と比較す 
 ると、２時間以上利 
 用している割合は、 
 中・高校生ともに減 
 少しているものの、 
 高校生は２割近い。 
 
○ 小学生は、30分以 
 上利用している割合 
 が、前回調査と比較 
 すると、約３％増加 
 している。 
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 にインターネットを利用す 
 る割合は減少し、「自宅で 
 一人で過ごす時間」に利用 
 する割合が増加している。 
 
○ 携帯電話でインターネッ 
 トを利用している中学生の 
 約25％が、「深夜」に利用 
 している。 
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○ 各年代とも、「動 
 画・音楽などの配信 
 サイト」へのアクセ 
 スが多い。 
 
○ 「オンラインゲー 
 ム」へのアクセスは、 
 各年代とも男子の割 
 合が高い。 
 
○ 「掲示板・チャッ 
 トへの参加」や「ブ 
 ログ・プロフの開設」 
 は、各年代とも女子 
 の割合が高い。 
 
○ 携帯電話でインタ 
 ーネットを利用して 
 いる高校生女子の約 
 ４割が、ブログやプ 
 ロフを開設している。 
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15　インターネットや携帯電話で嫌な思いをしたこと（複数回答）

16　コミュニティサイトに登録して利用している割合

17　サイトで知り合った人と実際に会ったことがある児童生徒

　　上記16で②と回答したうち、サイトで知り合った人と実際に
　会ったことがある児童生徒の割合とその理由。

小学生 中学生 高校生
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 お金がほしかったから

回 答 者 全 体 に 占 め る 割 合

理由

上記16の②（サイト登録の上利用）に占める割合

 相手のことをもっと知りたかったから

 話し相手がほしかったから

 その他

 ひまだったから

 おもしろそうだったから

 スリルや刺激がほしかったから

○ 前回調査と比較す 
 ると、各年代ともに 
 「チェーンメールを 
 送られた」が増加し 
 ている。また、小学 
 生は「メールや掲示 
 板などで悪口や個人 
 情報を書かれた」割 
 合が増加している。 
 
○ ｢他｣の中では、出 
 会い系サイトなどか 
 らの「迷惑メール」 
 が多い。 

3.8 
5.7 

1.9 
1.9 

30.1 

3.3 

4.9 

2.4 

25.1 

4.5 

7.4 

2.9 

0%

10%

20%

30%

チェーンメール 

を送られた 

メール、掲示板など 

で悪口等を書かれた 

架空請求をされた 他 

小学生 中学生 高校生 

(0.0) 
(3.8) 

(0.0) 

(19.6) 

(1.8) 

(20.5) 

(7.5) 

(4.4) 

(2.6) 

 □：24年度 

(  )：22年度 

86.4% 

87.1% 

74.4% 

72.5% 

62.3% 

49.6% 

13.6% 

12.9% 

25.6% 

27.5% 

37.7% 

50.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子 

女子 

男子 

女子 

男子 

女子 

小
学

生
 

中
学

生
 

高
校

生
 

①利用したことがない ②利用したことがある 

○ サイト内で知り合った 
 相手と実際に会ったこと 
 がある高校生は、全体の 
 ２．５％である。また、 
 数は少ないが、小・中学 
 生でも、サイト内で知り 
 合った人と実際に会った 
 ことがある者がいる。 
 
○ 理由の「その他」は、 
 「なんとなく」、「趣味 
 が同じ」、「話が合う」、 
 「たまたま同じ地域の人 
 だったから」等であった。 

○ 携帯電話でインターネッ 
 トを利用している者のうち、 
 「コミュニティサイト」に 
 登録した上で利用している 
 割合は、年代が上がるにつ 
 れ増加する。 
 

○ 携帯電話でインターネッ 

 トを利用している高校生女 

 子の半数以上が「コミュニ 

 ティサイト」に登録して利 

 用している。 



18　アンケート結果の総括

　　○　携帯電話の所持率や購入時期については、前回調査（平成22年10月）と比較すると、
　　　小学生が自分専用の携帯電話を所持している割合が増加している等、低年齢化が進んで
　　　いる。

　　○　スマートフォンの所持については、高校１年生の７割以上、高校３年生の４割以上が
　　　所持している等、高校生を中心に急速に拡大している。

　　○　携帯電話の料金契約については、定額制の利用が一般的になってきている。

　　○　携帯電話使用に関する保護者との約束事については、約束事がないと回答した児童生
　　　徒の割合が高い状況にある。

　　○　自転車運転中の携帯電話の操作については、４割以上の高校生が経験している。

　　○　フィルタリング機能の使用率については、前回調査と比較すると上昇しているものの、
　　　高校生の使用率が５割弱である等、依然として低い水準にある。

　　○　メール機能の使用については、１日に携帯電話から送信するメールの平均件数が中学
　　　生、高校生ともに減少している。しかし、会ったことのない人とメールをやり取りして
　　　いる児童生徒がいる。そのうち、その相手と実際に会ってもいいと思っている児童生徒
　　　の割合は、中学生で約７割、高校生で約５割となっている。

　　○　インターネットの利用については、中学生、高校生ともに長時間の利用は減少傾向に
　　　ある。しかし、深夜利用の児童生徒がいる。また、スマートフォンの普及拡大により、
　　　音楽や動画などの機能、オンラインゲーム、コミュニティサイトなどを利用したコミュ
　　　ニケーションが増加している。

　　○　コミュニティサイトの利用については、高校生女子の５割以上が登録して利用してい
　　　る等、利用者は増加傾向にある。また、サイト内で知り合った人と実際に会ったことが
　　　ある児童生徒もいる。

19　今後の対応

　　○　携帯電話所持の低年齢化への対応
　　　　学校におけるメディアリテラシー及び情報モラル教育の一層の充実に向け、局内情報
　　　教育推進プロジェクトチームが中心となり、発達段階に応じたモデルカリキュラムや教
　　　材の作成を検討する。

　　○　教職員の情報モラル指導力の向上
　　　　教職員の、メディア特性や情報モラルについての理解と児童生徒への指導に役立つよ
　　　う、指導・啓発資料の作成配布、校長研修や各種指定研修、生徒指導主事会議や教育課
　　　程研究会等、あらゆる機会を通して、引き続き、情報提供を継続していく。
　　　
　　○　スマートフォン対応
　　　　スマートフォンなど新たな機器とその機能について、指導資料「ユビキタスながの」
　　　等によって周知し、全ての教職員が理解を深め、学校全体で児童生徒の情報安全を守る
　　　体制を整備する。

　　○　保護者への啓発
　　　　インターネットや携帯電話の適切な利用、家庭におけるルールづくり、フィルタリン
　　　グ機能の活用等について、保護者への啓発及び情報提供により、家庭と学校の連携を強
　　　化する。

　　○　メディアを介したいじめへの対応
　　　　インターネット上の誹謗中傷や不適切な投稿に関するケーススタディを通して、いわ
　　　ゆる“ネットいじめ”について学ぶことにより、児童生徒の人権尊重の態度と実践力を
　　　育成する等、情報モラルについて、人権教育の視点からの指導の強化を図る。


